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平成１５年３月期　第３四半期業績概況　　　　平成１５年１月２３日

上場会社名　 （コード番号：７９４９　東証・大証第一部）
（ＵＲＬ　http://www.komatsuwall.co.jp/　）
代 表 者 役 職 名          　　代表取締役社長　　氏 名  加  納   裕
問合せ先責任者役職名　　取締役経理部長　　氏 名  鈴 木 裕 文 TEL(0761)21-3131

１．四半期連結損益計算書等の作成等に係る事項

① 財務諸表等の作成に際して準拠した基準 ：（中間連結財務諸表規則）
　・会計処理方法の変更の有無 ：　無
　・中間決算等と異なる会計処理の有無 ：　無
② 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　無
③ 公認会計士又は監査法人による関与の有無 ：　無

２．平成１５年３月期第３四半期の業績概況（平成１４年４月１日　～　平成１４年１２月３１日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況

売　上　高 営 業 利 益     経 常 利 益     当期(四半期)      
純 利 益      

百万円　　　％ 百万円　　　％ 百万円　　　％ 百万円　　　％

１５年３月期第３四半期 １６，０１５( - ) １，４１１( - ) １，４４１( - ) ７６９( - )
１４年３月期第３四半期 －( - ) －( - ) －( - ) －( - )
(参考)１４年３月期 ２２，９６０(4.6) ２，３０２(6.7) ２，３８５(4.1) １，２９７(20.3)

１株当たり当期純利益 潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり当期純利益

円　　　　銭 円　　　　銭

１５年３月期第３四半期 ７０  ６０ －
１４年３月期第３四半期 － －
(参考)１４年３月期 １１８　９８ －

 (注)四半期業績の開示は、当期より実施しておりますので、前年同四半期の実績は記載しておりません。ま
た、前年同四半期との比較についても行っておりません。
なお、「１株当たり当期純利益」につきましては、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会
計基準第２号）を適用し計算しております。

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］

当第３四半期の国内経済は、政府の１２月月例経済報告では「持ち直しに向けた動きが弱まっており、

おおむね横ばい」と、基調判断が２カ月連続で下方修正されたように景気は底ばい状態に陥り、米国経

済の減速や大幅な株安で景気の先行きに対する懸念が一段と強まっている状況であると考えられます。

間仕切業界におきましても、上場ゼネコンの破綻と過剰債務問題、販売価格競争の激化に加え、設備

投資の減少傾向からオフィス需要も振わず、厳しい経営環境が続きました。

このような情勢のなかで、当社は積極的なコスト削減と設計指定活動による受注活動に加え、新規優

良顧客の開拓を積極的に推進し受注獲得に取組んでまいりました結果、当第３四半期までの累計はほぼ

計画どおりの業績で推移しました。

品目別では、民間設備投資の減少、抑制による工場等生産施設の減少やオフィス需要の低迷により、

可動間仕切、ロー間仕切は前年同期比、計画比ともに減少しました。近年伸長の著しい固定間仕切は、

首都圏オフィスビル新築のビッグプロジェクト向けの納入に加え、病院、老人介護施設等の福祉・厚生

施設向けも伸び、前年同期比、計画比ともに増加しました。移動間仕切は多目的教室等の学校や展示場

向けに小型の移動間仕切が伸び、前年同期比、計画比ともに増加しましたが、トイレブースについては

オフィス需要、工場・生産施設向けが振わず、前年同期比、計画比ともに減少しました。

利益面につきましては、グループ一丸となったコスト削減と固定間仕切の増産効果等から売上総利益

率は販売価格競争が激しいなか計画を若干上回り、販売費及び一般管理費についてもほぼ予算どおりで

推移しております。

これらの結果、当第３四半期までの累計は、売上高１６０億１５百万円、営業利益１４億１１百万円、

経常利益１４億４１百万円、当期純利益７億６９百万円となりました。
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(2) 財政状態（連結）の変動状況

総　資　産 株 主 資 本     株主資本比率 １株当たり
株 主 資 本     

百万円 百万円 ％ 円　　　　銭

１５年３月期第３四半期 ２３，９８６ ２０，６８４ ８６．２ １，８９７　１４
１４年３月期第３四半期 － － － －
(参考)１４年３月期 ２４，０５５ ２０，２５６ ８４．２ １，８５７　８４

(注)四半期業績の開示は、当期より実施しておりますので、前年同四半期の実績は記載しておりません。ま
た、前年同四半期との比較についても行っておりません。

【連結キャッシュ・フローの状況】

営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

百万円 百万円 百万円 百万円

１５年３月期第３四半期 ３２１ ６８３ △３００ ５，８０８
１４年３月期第３四半期 － － － －
(参考)１４年３月期 ２，５４９ ３２０ △２８８ ５，１０３

(注)四半期業績の開示は、当期より実施しておりますので、前年同四半期の実績は記載しておりません。ま
た、前年同四半期との比較についても行っておりません。

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

当第３四半期末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は６９百万円減少、株主資本は

４億２７百万円増加し、株主資本比率は２．０％増加しました。

総資産減少の主なものは、現金及び預金の減少１億２５百万円、受取手形及び売掛金の減少６億７０

百万円、棚卸資産の増加５億１１百万円等による流動資産の減少３億３百万円と保険積立金の増加２億

９４百万円等による固定資産の増加２億３４百万円であります。負債の部では買掛金の減少 1 億２７百

万円、未払法人税等の減少４億１百万円、賞与引当金の減少９５百万円、前受金の増加１億１０百万円

等の流動負債の減少５億６５百万円が主なものであります。

キャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、３億２１百万円増加し

ました。これは税金等調整前当期純利益１３億８３百万円、減価償却費２億２９百万円、売上債権の減

少額６億５０百万円等による増加と棚卸資産の増加額５億１１百万円、仕入債務の減少額１億２７百万

円、法人税等の支払額１０億４６百万円等の減少によるものであります。投資活動によるキャッシュ・

フローは、定期預金の払戻による収入８億４０百万円、固定資産の取得による支出１億６０百万円等で

６億８３百万円増加しました。財務活動によるキャッシュ・フローは配当金の支払等により３億円減少

しました。これらにより現金及び現金同等物は７億４百万円増加し、当第３四半期末残高は５８億８百

万円となりました。

（参考１）四半期個別経営成績等の概況（平成１４年４月１日　～　平成１４年１２月３１日）

売　上　高 営 業 利 益     経 常 利 益     当期(四半期)純利益
百万円 百万円 百万円 百万円

１５年３月期第３四半期 １５，２６７ １，２３２ １，３４１ ７２３

総　資　産 株 主 資 本     
百万円 百万円

１５年３月期第３四半期 ２２，３８５ １９，４５６

３．平成１５年３月期の連結業績予想（平成１４年４月１日　～　平成１５年３月３１日）

予 想 売 上 高       予想経常利益       予想当期純利益 １株当たり予
想当期純利益

百万円 百万円 百万円 円　　銭

通　　　　　　　期 ２３，５４０ ２，４００ １，３４０ １１６　９０

※　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
なお、「１株当たり予想当期純利益」につきましては、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会
計基準第２号）を適用し計算しております。また、従来の方法で計算した場合の「１株当たり予想当期純
利益（通期）」は１２２円９０銭となります。
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［業績予想に関する定性的情報等］

今後の国内経済は、横ばい状態の「踊り場」から、イラク攻撃を視野に入れた米国の経済動向や国内

の不良債権処理の進展度合いが景気の先行きを左右しかねず、先行き不透明な中で景気の底割れにも警

戒が必要であると考えられます。間仕切業界においても、少子高齢化社会を背景とした、文教市場・福

祉市場は引続き堅調に推移すると考えられるものの、建設業界の過剰債務問題、販売価格競争等、依然

として厳しい状況が続くものと考えられます。

このような状況下、第４四半期は首都圏をはじめ全国各地での大型工事の完成が目白押しではありま

すが、依然として続くデフレ傾向と激化する販売価格競争の中にあって、利益率は若干低下するものと

考えられます。

通期の業績予想につきましては、上記利益率悪化要因を当社の特長である受注から設計、製造、施工、

サービスまでの自社一貫システムを最大限に発揮して吸収するとともに、１２月末現在の受注残高とを

考慮し、売上高、利益ともに第３四半期までの累計がほぼ計画どおりに推移したことと併せ、通期予想

は期初予想どおりとし、連結売上高は前期比２．５％増の２３５億４０百万円、連結経常利益は前期比

０．６％増の２４億円、連結当期純利益は前期比３．３％増の１３億４０百万円を予想しております。

（参考２）平成１５年３月期の個別業績予想（平成１４年４月１日　～　平成１５年３月３１日）

１株当たり年間予想配当金
予 想 売 上 高       予想経常利益       予想当期純利益

期　末
百万円 百万円 百万円 円　銭 円　銭

通　　　期 ２２,５００ ２,１５０ １,２００ １４　００ ２８　００

※　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表

（百万円未満切捨）

当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度
（平成１４年１２月３１日現在）（平成１４年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　額 構　成　比 金　　　額 構　成　比

（ 資 産 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％

Ⅰ 流　動　資　産

１． 現 金 及 び 預 金 ５，８０８ ５，９３３

２． 受取手形及び売掛金 ６，５１４ ７，１８５

３． 棚 卸 資 産 ３，０３１ ２，５１９

４． そ の 他 ２３７ ２６６

貸 倒 引 当 金 △６０ △７０

流 動 資 産 合 計 １５，５３１ ６４．７ １５，８３５ ６５．８

Ⅱ 固　定　資　産

１． 有 形 固 定 資 産

（１）建物及び構築物 ３，８１６ ３，８１１

（２）機械装置及び運搬具 １，９２５ １，９６４

（３）土 地 ２，４３０ ２，４３０

（４）そ の 他 ６８７ ７１４

減価償却累計額 △４，４１０ △４，３７３

有形固定資産合計 ４，４５０ １８．６ ４，５４８ １８．９

２． 無 形 固 定 資 産 ２８１ １．２ ２５４ １．１

３． 投資その他の資産

（１）投 資 有 価 証 券 ５５５ ５５８

（２）保 険 積 立 金 ２，６１３ ２，３１８

（３）そ の 他 ８９９ ８６１

貸 倒 引 当 金 △３４４ △３１９

投資その他の資産合計 ３，７２４ １５．５ ３，４１８ １４．２

固 定 資 産 合 計 ８，４５５ ３５．３ ８，２２０ ３４．２

資 産 合 計 ２３，９８６ １００．０ ２４，０５５ １００．０
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（百万円未満切捨）

当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度
（平成１４年１２月３１日現在）（平成１４年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　額 構　成　比 金　　　額 構　成　比

（ 負 債 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％

Ⅰ 流　動　負　債

１． 買 掛 金 １，１１７ １，２４４

２． 未 払 金 ４７０ ４８６

３． 未 払 法 人 税 等 １２７ ５２８

４． 前 受 金 ８８９ ７７９

５． 賞 与 引 当 金 ２６２ ３５８

６． そ の 他 １４０ １７４

流 動 負 債 合 計 ３，００６ １２．６ ３，５７１ １４．９

Ⅱ 固　定　負　債

１． 退 職 給 付 引 当 金 ２８８ ２２０

２． そ の 他 ７ ７

固 定 負 債 合 計 ２９５ １．２ ２２７ ０．９

負 債 合 計 ３，３０２ １３．８ ３，７９９ １５．８

（ 資 本 の 部 ）

Ⅰ 資 本 金 － － ３，０９９ １２．９

Ⅱ 資 本 準 備 金 － － ３，０３１ １２．６

Ⅲ 連 結 剰 余 金 － － １４，１１０ ５８．６

Ⅳ その他有価証券評価差額金 － － １４ ０．１

Ⅴ 自 己 株 式 － － △０ △０．０

資 本 合 計 － － ２０，２５６ ８４．２

Ⅰ 資 本 金 ３，０９９ １２．９ － －

Ⅱ 資 本 剰 余 金 ３，０３１ １２．６ － －

Ⅲ 利 益 剰 余 金 １４，５１４ ６０．５ － －

Ⅳ その他有価証券評価差額金 ３８ ０．２ － －

Ⅴ 自 己 株 式 △０ △０．０ － －

資 本 合 計 ２０，６８４ ８６．２ － －

負債及び資本合計 ２３，９８６ １００．０ ２４，０５５ １００．０
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四 半 期 連 結 損 益 計 算 書

（百万円未満切捨）

当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度
自平成１４年  ４月  １日
至平成１４年１２月３１日

自平成１３年４月  １日
至平成１４年３月３１日

期　　別

科　　目 金　　額 百分比 金　　額 百分比

百万円 ％ 百万円 ％

Ⅰ 売 上 高 １６，０１５ １００．０ ２２，９６０ １００．０

Ⅱ 売 上 原 価 １０，６０５ ６６．２ １５，３９８ ６７．１

売 上 総 利 益 ５，４１０ ３３．８ ７，５６２ ３２．９

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 ３，９９８ ２５．０ ５，２５９ ２２．９

営 業 利 益 １，４１１ ８．８ ２，３０２ １０．０

Ⅳ 営 業 外 収 益 ３４ ０．２ ８９ ０．４

１． 受 取 利 息 ５ ６

２． 受 取 配 当 金 ４ ５

３． 受 取 保 険 金 ３ ４

４． 連結調整勘定償却額 － ２５

５． そ の 他 ２１ ４６

Ⅴ 営 業 外 費 用 ４ ０．０ ６ ０．０

１． 売 上 割 引 ４ ６

２． そ の 他 ０ －

経 常 利 益 １，４４１ ９．０ ２，３８５ １０．４

Ⅵ 特 別 利 益 ０ ０．０ ０ ０．０

Ⅶ 特 別 損 失 ５８ ０．４ ８０ ０．４

１． 固 定 資 産 除 却 損 １０ １１

２． 投資有価証券売却損 － １

３． 投資有価証券評価損 ４７ ４５

４． ゴルフ会員権評価損 － ２１

５． そ の 他 － ０

税金等調整前当期純利益 １，３８３ ８．６ ２，３０４ １０．０

法人税､住民税及び事業税 ６４４ ４．０ １，０７４ ４．７

法 人 税 等 調 整 額 △３１ △０．２ △６６ △０．３

当 期 純 利 益 ７６９ ４．８ １，２９７ ５．６



－７－

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（百万円未満切捨）
当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度期    別

項    目
自平成１４年  ４月  １日
至平成１４年１２月３１日

自平成１３年４月  １日
至平成１４年３月３１日

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 １，３８３ ２，３０４

減価償却費 ２２９ ２９３

連結調整勘定償却額 － △２５

貸倒引当金の増減額（△：減少） １５ １９８

受取利息及び配当金 △９ △１２

投資有価証券評価損 ４７ ４５

ゴルフ会員権評価損 － ２１

売上債権の増減額（△：増加） ６５０ １，１９０

棚卸資産の増減額（△：増加） △５１１ ５１５

仕入債務の増減額（△：減少） △１２７ △３４６

未払金の増減額（△：減少） △２３ △４２

前受金の増減額（△：減少） １１０ △６９

退職給付引当金の増減額（△：減少） ６７ ２７

役員賞与の支払額 △６５ △６０

その他（純額） △４０９ △３６１

小  計 １，３５７ ３，６７７

利息及び配当金の受取額 ９ １３

法人税等の支払額 △１，０４６ △１，１４１

営業活動によるキャッシュ・フロー ３２１ ２，５４９

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △１，８７６

定期預金の払戻による収入 ８４０ ２，５７０

有形固定資産の取得による支出 △８４ △２５４

無形固定資産の取得による支出 △７６ △１１１

投資有価証券の取得による支出 △０ △２３

投資有価証券の売却による収入 ０ １６

その他（純額） ３ △１

投資活動によるキャッシュ・フロー ６８３ ３２０

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得又は売却(純額) △０ ０

配当金の支払額 △２９９ △２８８

財務活動によるキャッシュ・フロー △３００ △２８８

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 ７０４ ２，５８１

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 ５，１０３ ２，５２１

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ５，８０８ ５，１０３



－８－

品 目 別 売 上 高 明 細 書             

（百万円未満切捨）

当 第 ３ 四 半 期

自平成１４年  ４月  １日
至平成１４年１２月３１日

期 　 別

 品 　 目 金　　額 前 年 同 期 比

百万円 ％

可 動 間 仕 切 ５，０７３ －

固 定 間 仕 切 ４，０５６ －

移 動 間 仕 切 ２，６６１ －

ト イ レ ブ ー ス ２，３９４ －

ロ ー 間 仕 切 ８５７ －

そ の 他 ９７２ －

合 計 １６，０１５ －

（注）①四半期業績の開示は当期より実施しておりますので、前年同四半期との比較は行っており
ません。

②前期まで「その他」の品目に含めて表示しておりました壁面化粧パネルは、売上高が大き
くなったため、当期より「固定間仕切」に含めて表示しております。なお、当第３四半
期の「固定間仕切」に含まれている壁面化粧パネルの金額は、５８８百万円であります。

品目別受注高および受注残高               

（百万円未満切捨）

当 第 ３ 四 半 期

自平成１４年  ４月  １日
至平成１４年１２月３１日

受 注 高 受 注 残 高

期 別

 品 目 金　　額 前年同期比 金　　額 前年同期比

百万円 ％ 百万円 ％

可 動 間 仕 切 ５，３１７ － ２，３２５ －

固 定 間 仕 切 ５，０１９ － ４，１１８ －

移 動 間 仕 切 ２，５４６ － ２，０９６ －

ト イ レ ブ ー ス ２，７３９ － １，４２５ －

ロ ー 間 仕 切 ８３４ － ９９ －

そ の 他 ８９０ － ３１７ －

合　　　　　計 １７，３４６ － １０，３８２ －

（注）①四半期業績の開示は当期より実施しておりますので、前年同四半期との比較は行っており
ません。

②前期まで「その他」の品目に含めて表示しておりました壁面化粧パネルは、売上高が大
きくなったため、当期より「固定間仕切」に含めて表示しております。なお、当第３四
半期の「固定間仕切」に含まれている壁面化粧パネルの金額は、受注高３８２百万円、
受注残高４６４百万円であります。


